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ヨガでは、プラーナ（生命エネルギー）、心（マインド）、潜在意識（チッタ）の３つが相互に依存し合い、影響し合い

ながら私たちの身体の動きや行動、経験を生み出していると捉えます。 

この関係は、次の例えで理解するとわかりやすくなります。 

心（マインド） ・・・・・・・・・・・・・・ 農夫 

潜在意識（チッタ） ・・・・・・・・・・ 倉庫 

サンスカーラ（印象） ・・・・・・・・ 種 

プラーナ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 作物を育てる力（例えば、太陽・水・土のようなエネルギー） 

現実の体験 ・・・・・・・・・・・・・・・ 畑  

行動の結果（カルマ・パラ） ・・・ 作物 

   

倉庫（潜在意識）の中には、多くの種（サンスカーラ）が蓄えられています。農夫（心）は、その種を畑（現実）に蒔

きます。プラーナというエネルギーが働くことで、種は発芽し、思考・感情・行動として現れます。 

そして、その結果として、新たな種が生まれ、再び倉庫に蓄えられます。この循環が繰り返されることをカルマ

（原因と結果の法則）と呼びます。しかし、この倉庫に火をつけて種そのものを燃やしてしまえば、発芽は起こら

ず、このサイクルは止まります。これが、ヨガの目指す究極の状態です。 

 

♥心とプラーナの関係 

心はプラーナの働きによって活性化されます。例えば、元気な時は思考も活発になり、疲れている時は思考

も鈍ります。つまり、心の状態は、プラーナの状態に大きく影響されるのです。 

 

♥なぜ同じことを繰り返すのか？ 

潜在意識（倉庫）には同じ種類の種がたくさんあるため、同じような考え方、同じような反応、同じような出来

事が繰り返されやすくなります。これをカルマ（原因と結果の法則）と呼びます。 

 

♥「無執着によって倉庫に火をつける」という意味 

識別（ヴィヴェーカ）と無執着（ヴァイラーギャ）を実践することで、種が発芽する力を弱めることができます。 

つまり、サンスカーラがあっても、それを現象として現れにくくすることができます。 

  

♥「ヨギは、活動はするが、それに巻き込まれない」とは？ 

ヨギは、プラーナが働いていても、心が機能していても、起きている現象に対してそれらを「自分そのものは

捉えません。そのため、行動は起きていても、内側では自由でいられるのです。 

 

♥ヨガを続けると、どうなるか？ 

練習を続けていくことで、心の動きを、「起きている現象」として捉えられるようになり、振り回されにくくなり、

眺めていられるようになります。それに伴い、プラーナの流れも整い、同じパターンに引き込まれにくくなると

いう変化が起こります。 

 

♥まとめ    プラーナは生命を支えるエネルギーであり、心はそのエネルギーによって動く 

 潜在意識（倉庫）には多くの印象（種）があり、プラーナが働くことで思考・感情・行動として 

現象化する 

 ヨガは、原因→ 反応→ 行動→ 新しい原因という流れのサイクルに無意識に巻き込まれない

ための実践 

 

※「流れ」とは、サンスカーラとプラーナが関わり合って、思考・感情・行動が次々に生まれていく連続的なプロセ

スのこと。具体的には、気づく（識別）→ 囚われない（無執着）→ プラーナを整えることで、流れはあっても、 

距離をとることができるようになる。 


